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はじめに 

 

Anko DRSはドキュメントレビューサポートソリューションです。 

Anko DRSを使用することにより、設計書、マニュアルといったドキュメントのレビュー工数を大幅に削

減することができます。主な機能は、レビュアーが指摘（コメント）を書き込んだドキュメントから指摘

を収集し、指摘一覧を生成することができます。従来のように手作業で指摘を１つずつ集める必要はあり

ません。また、レビューにおける「指摘箇所を探す作業」、「ドキュメント修正作業」といった作業の効率

向上を支援できます。 

 

Anko DRSの特徴 

 指摘（コメント）事項を漏れなく（網羅的に）Excelファイルで一覧表として把握可能 

->複数のレビュアーの指摘を抽出して、自動的に一覧表を作成 

 

 指摘事項に分類用のタグの追加が容易 

->レビュー後の傾向と対策をレビューの統計処理を行うことにより可能 

 

 指摘一覧からハイパーリンクで簡単に指摘箇所へ移動可能 

->指摘箇所を探す時間と手間を大幅に削減可能 

 

＜Anko DRS の構成概念図＞ 
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Anko DRSは Microsoft 社の Microsoft Word（以下「Word」と記載）、Microsoft Excel（以下「Excel」と

記載）を利用します。 

 

Anko DRSの動作環境は下記のとおりです。 

 

OS Windows Vista 、Windows 7、Windows 8、Windows 10 

Word Word2007/2010/2013 

Excel Excel2007/2010/2013 

 

Anko DRSは Wordのマクロを利用します。マクロのセキュリティ設定を下記のとおり行ってください。 

 

１．「ファイル」をクリックします。 

 

２．「オプション」をクリックします。 
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３．「セキュリティセンター」をクリックし、「セキュリティセンターの設定」をクリックします。 

 

 

４．「マクロの設定」で、「警告を表示してすべてのマクロを無効にする」にチェックを入れてください。 

 

 

Anko DRS を利用するにあたり、下図のような「セキュリティの警告」が表示される場合は、「コンテンツ

の有効化」をクリックしてください。 
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５．「アドイン」で下図のように全ての項目からチェックを外して、「OK」をクリックします。 
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1. Anko DRS のインストール 

 

1.1.「Anko DRS.zip」ファイルを任意のフォルダーに解凍します。 

 

 

1.2.下図のように「Anko DRS.exe」と「Anko DRS.dotm」ファイルが解凍されます。 

 

 

1.3. 「Anko DRS.exe」をダブルクリックして実行します。 

 

1.4. 「Anko DRS」がインストールされると、下図のように設置完了のウィンドウが表示される

ので、「OK」をクリックしてください。 

 

 

1.5. Wordを閉じると、自動的に「Anko DRS」がアンインストールされるので、再度「Anko DRS」

を使いたい場合は、「1.3.」項目から行ってください。 
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2. Anko DRS でのレビュー方法 

 

2.1.レビュー対象 wordファイルを開いて、指摘をしたい部分を選択します。 

 

 

2.2.「F2」ボタンをクリックすると、下図のように、コメント挿入ウィンドウが表示されます。 

 

 「元の文章」と「コメント内容」欄には、2.1.項目で選択したテキストが記載されます。

「コメント内容」の部分にレビュー内容を記入してください。 

 

 「コメント分類」、「ステータス」、「優先度」、「トラッカー」、「担当者」、「備考」の欄はレ

ビュー内容を分類するために使う項目です。この６つの項目は表題と分類内容を変更する

ことが可能です(「開始日」と「期日」は表題のみ変更可能です)。 
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2.3. 下図の赤い枠で囲われた表題部分をダブルクリックすると、「ラベルの変更」ウィンドウが

表示され、新しい項目名を入力して「OK」をクリックすると、項目名が新しく更新されま

す。 

 

 

「コメント分類」が「指摘区分」に修正 
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2.4. 分類内容の追加は、追加したい文字をテキストボックスに入力すると追加されます。 

 

        

 

分類内容の削除は削除をしたい分類内容を選択してダブルクリックをすると削除できます。 

 

 

2.5. 「開始日」と「期日」はプルダウンを選択すると、カレンダーが表示されますので、任意

の日付を選択して入力してください。 

赤枠の部分をダブルクリックすると本日の日付が入力されます。 

 

 

2.6.「登録」ボタンをクリックすると、wordにレビュー指摘事項が記録されます。 
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3.レビュー一覧作成 

 

3.1. レビュー対象 wordファイルを開いた状態で「F3」キーをクリックすると、下図のウィンド

ウが表示されます。 

 コメント一覧で、レビュー対象 wordファイルに対して相対パスか絶対パスでハイパー

リンクを設定することができます。 

 相対パスで設定すると、レビュー対象 wordファイルとコメント一覧の Excelファイル

が同じフォルダーにあるならばハイパーリンクが有効になる設定です。 

 絶対パスで設定すると、コメント一覧の Excel ファイルを任意のフォルダーに移動し

ても、レビュー対象 wordファイルとハイパーリンクが有効になる設定です（レビュー

対象 word ファイルを移動させるとハイパーリンクが無効になります）。 

 

 

 

 

レビュー対象Wordファイルと同じフォルダーに Excelファイルでレビュー一覧が作成されます。 

 

 

3.2. 上図の「E」列の「対象部分」の文字にハイパーリンクが設定されています。ハイパーリン

クをクリックするとレビュー対象部分に移動することができます。 

※ハイパーリンクが正しくない場合は、下図のようなアラートが表示されます。 
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4.項目名のエクスポート、インポート機能 

 

設定の項目名をカスタマイズできますが、この設定値をエクスポート、インポートすることがで

きます。 

 

4.1. エクスポートをしたい場合は、「エクスポート」ボタンをクリックします。 

レビュー対象 Word ファイルと同じフォルダーに「Data.txt」というファイルが生成されま

す。 

 

 

4.2. インポートをしたい場合は、レビュー対象 Word ファイルと同じフォルダーに「Data.txt」

というファイルがあることを確認して「インポート」ボタンをクリックします。 

 

4.3. 「Data.txt」は下記のようなフォーマットで定義されています。 

「タイトル名：項目１,項目 2…」 

「Data.txt」ファイルを開いて、編集することが可能です。 
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5.ライセンスキーの登録 

 

5.1. 特定の回数、コメントを登録しますと、ライセンスキーの登録をする必要があります。下

記の案内ウィンドウが表示されたら、表示されている 15 桁の番号を販売元に伝えて、ライ

センスキーを受け取ってください。 

 

 

 

販売元連絡先 

会社名 : 株式会社 Ankosoft 

所在地 : 本社 〒210-0015 神奈川県川崎市川崎区南町 22-6 815 号 

TEL : 044-223-6484 

URL : http://www.ankosoft.co.jp 

EMAIL : info@ankosoft.co.jp 

 

5.2. 販売元から受け取ったライセンスキーを入力して「OK」をクリックしてください。 
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6.補足事項 

 

6.1. Anko DRS で作成したコメントのみ、正しく一覧表示されます。 

 

下図の例では、赤枠が Anko DRS で作成したコメント、青枠が任意に作成されたコメントです。 

 

 

一覧で表示しますと、青枠で作成されたコメントは正しく一覧表示できません。 
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6.2. Anko DRSでは「F2」キーでコメントの挿入、「F3」キーでコメント一覧の作成を行います。 

このキーを変更したい場合は、「ファイル」－＞「オプション」－＞「リボンのユーザー設定」－＞「ユー

ザー設定」をクリックします。 

 

 

分類で「マクロ」を選択してください。マクロ名「export」、「UserFormDo」を選択すると、現在のキーに

現在割り当てられているキーが表示されます。 

「export」がコメント一覧作成、「UserFormDo」がコメント挿入マクロです。 
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「割り当てるキーを押してください」欄を選択して、任意のキーを押すと、該当キーが表示されますので、

よろしければ、「割り当て」をクリックしてください。 

 

 

 

割り当てられているキーを削除したい場合は、「現在のキー」で削除したいキーを選択して、「削除」をク

リックします。 
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株式会社 Ankosoft のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オープンソースソリューション専門企業 ANKOSOFT 

Ankosoft はオープンソース開発を基盤にした会社で、プロジェクト管

理と品質管理分野で世界的に有名な Redmine, Jenkins, SonarQube  等

に対する技術力を保有しております。  

オープンソースの不足した部分を開発して、ソリューション

としてパッケージ販売をしており、技術サポート、教育など

オープンソースの普及に努めております。 

本    社 〒210-0015 神奈川県川崎市川崎区南町 22-6 815 号 

五反田事務所 〒141-0031 東京都品川区西五反田 8-1-8 中村屋ビル 3F 

TEL : 044-223-6484       EMAIL : info@ankosoft.co.jp 

URL : http://ankosoft.co.jp/    デモサイト : http://demo.ankosoft.co.jp/ 

Ankosoft の事業領域は、ソリューション開発および販売、オープンソースコンサルタント、

技術支援、教育、品質管理コンサルタントなどを主な事業として行っております。 

事業領域 
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「ANKO ALM」のご紹介 

 

オープンソースのプロジェクト管理システムである「REDMINE」を基盤にして、REDMINE に

足りない機能を加えて開発した「ALM」システムです。REDMINE に足りなかった管理機能、

利便性、モニタリング機能、ツール間の連動やプラグインのバグなどを改善・開発しまし

た。特に、開発ライフサイクルにおけるツール間の連動は欠かせないものであるため、オ

ープンソース間で連動できるよう開発された製品です。 

「ALM」とは、アプリケーションソフトウェアの開発・運用において、全体のライフサイク

ルを総合的に管理することによって、ソフトウェアの品質や開発生産性、変化への対応力

などを向上させるためのもの、もしくはそれらを実現させるためのソフトウェアのプラッ

トホームツールを指します。 

 

「ANKO ALM」の特長 

  

 

開発、ビルド、テストなど、開発サイクルに必要なツールが互いに連動して自動化され

ている機能は、開発者に快適な環境を提供し、開発スピードをアップさせます。 

 

 

ANKO ALMの使用によって、開発プログラムソースのスケール感だけでなく、テストカバ

レッジ情報を自動的に分析して、把握することができ、今まで把握が難しかったプログ

ラムの中まで確認できるようになり、より一層堅固で安定した製品開発をサポートしま

す。 

 

 

ANKO ALMはオープンソースで構成されており、世界中に厚いユーザー層がいて、最新技

術を取り入れています。さらに、持続的にアップデートされていて、オープンソース間

の互換性も備えています。 また、多様なプラグインを提供しているため、必要な機能の

追加や開発が可能です。 

 

 

オープンソースで構成された ANKO ALMはリーズナブルな費用で構築が可能です。商用ソ

リューションの場合、数千万円の製品が多く、一部機能のみ備えている製品でも数百万

円に達するため、導入が簡単ではありません。一方、ANKO ALMは低費用で優れた機能を

提供するので、一石二鳥の効果を期待できます。 

ソース品質の見える化 

オープンソースで構成 

低費用で構築可能 

ツール間の連動 

 


